
EGFR抗体薬でも種類により皮膚症状が異なります。Single inhibitorと
multi-inhibitorでも差があり，当然対応・治療が違ってきます。この
分野での第一人者である山﨑直也先生にチーム医療として患者さんに対
応していく方策をご講演頂きます。

メールアドレス：byo-renkei @ office.hiroshima-u.ac.jp　電話番号：082－257－5934

参加申込は、広島大学病院患者支援センターへお知らせください。

■主催　広島大学病院（都道府県がん診療連携拠点病院）

　　　　中国・四国広域がんプロ養成コンソーシアム／広島大学がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン

講演

「分子標的治療薬で起こる皮膚症状の
　　　　マネジメントと多職種チーム医療の重要性」

　　　　　　山﨑　直也　先生

独立行政法人国立がん研究センター中央病院　皮膚腫瘍科　科長

広島大学病院　がん化学療法科　教授

広島大学病院では，がん診療の質の向上及び専門的な知識の普及を
目的とし，がん医療に携わる医師・薬剤師・看護師等を対象とした
研修を以下のとおり開催いたします。

■開催日時　平成２５年１月１８日（金）　午後６時30分～

がん医療従事者研修会

　　　　　　杉山　一彦　先生

座長

■開催場所　広島大学医学部広仁会館　大会議室

■研修会の内容

分子標的薬による皮膚障害に対する
多職種チーム治療


